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SENP2

SENP2; KIAA1331; Sentrin-specific protease 2; Axam2; SMT3-specific isopeptidase 2;
Smt3ip2; Sentrin/SUMO-specific protease SENP2
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	応用
	抗原情報
	背景
	SUMO1（UBL1; MIM 601912）は、他のタンパク質と共有結合できる小さなユビキチン様タンパク質です。SENP2は、新しく合成されたSUMO1を結合可能な形態に処理し、SUMO1を含む種の脱結合を触媒する酵素群の1つです。[OMIM提供、2004年4月],ドメイン：N末端は核膜標的化に必要かつ十分です。,機能：SUMO経路における2つの重要な機能、すなわち全長SUMO1、SUMO2、SUMO3を成熟型に処理し、標的タンパク質からSUMO1、SUMO2、SUMO3を脱結合させる機能を触媒するプロテアーゼです。CTNNB1レベルをダウンレギュレーションし、それによってWnt経路を調節する可能性があります。,PTM：ポリユビキチン化;プロテアソームによる分解につながる。,類似性：ペプチダーゼC48ファミリーに属する。,細胞内局在：細胞質と核の間を往復する。,サブユニット：SUMO2およびSUMO3に結合する（類似性による）。N末端を介してNUP153のC末端ドメインと相互作用する。,
	研究分野
	WNT;WNT-T細胞
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	MDA-MB-435細胞ライセートのSENP2抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：1000希釈のSENP2ポリクローナル抗体を用いた293T細胞のウェスタンブロット解析

